倫敦に 於け る 五月 一 日 は 新聞の 所謂 「赤」 一 党の み 

が 辛うじて メ— デ ー を 維持す る。 

それさへ 華やかに 趣向 を 凝ら し 警戒 の 巡査と 諧謔 を 

交しな がらの 祝賀 気分 だ。 われわれが 世界 共通の もの 

として メ —デ ー を 概念 して ゐる ところの 合成 人間 の 危 

険性を 内包した 黙 圧 もしくは 爆 叫に は 殆ど 出逢へ ない 

と 云って 宜しい。 

これ は 無産階級 風に 描かれた 二— スの 花祭 だ。 市長 

プロ セッ ショ ン デコレ I ショ ン 

就任式の 行 列が 新巿 長と 官 飾 を 連れ 忘れた だけ 

ミ ニヤ チ ュ ァ 

だ。 ラン 力 シャの ェ服を 着た 象牙 画の やうな 少女が 

ホ— スド ロウ ヴァシ 

荷馬車 の 上で 笑顔 をつ くって 叫ぶ。 



Down with the Britishi Empire (大 英国 を 使せ) と 

シ ー クな 事よ。 行人の 拍手。 

英国で は 伝統 を 破らう とする もの は 鱸て 伝統に 捉へ 

られる 危険が ある。 発生の 早い 英国の メ— デ— は 既に 

今日 歴史 を 帯ば されて 年中行事 的に 図案 化した。 無産 

思想 を 通じての 有色 人種と 白人との 国際的 提携 を 象徴 

しょうとして 赤 髪の 美 婦人 は 灰 面の 埃 及 人と 腕組みし 

て 行く。 だが それ を 褒める 倫敦 人に 彼等の 意味 を 殖民 

地 博覧会の 門 冠 彫刻 以上に 汲取ら し 得る か は 疑問 だ。 

それほど y J の 行列 は 内容 を 脱却した 英国人 通弊の 趣 

向 偏重に 陥って 居る。 儀礼的の 形式主義に 力の 角々 を 



ンで 飾って 押し 樹 てて 歩く 露西亜 文学の 旗 も、 スコッ 

ト ランド、 ラン 力 シャ、 ノ— サム バァ、 ダル ハム、 中 

ハ ンガ— マ— チ 

部 及び ゥ H— ルズ から 来た 血色の 好い 饑餓 行進 も それ 

が 習慣で あると いふ 意味 を 通じて、 英国人の 頑 心を漸 

次 消 解 させ 逐年 長閑 さ を 増す ロンドン • メ— デ— 風景 

となった の だ。 

陽気が 好い とい ふこと も 行列 を 祝祭 気分に する。 陰 

気な スト— ブの 前から 逃れ 戸外の 霧から 救 はれた 英本 

国 六 千万の 人民 はこの 時 はう はいと 一 時に 咲き 寄せる 

春 夏 を 併せた 諸 草木の 花、 就中 メ — フラヮ ー の 紅白の 

色彩の 爆発 に 逢って 冬 中 縮め てゐた 感覚 の 息 使 ひ を に 



筋 を 不思議に 飜 弄する (殖民 地のお 化) の 曲の 波に 乗 

つ てダ ー ポ— シ ュ 帽の 赤い 房が 揺れる。 

イン デ アン フリ— ダム リ— グ 

印度 自由 国 聯盟の 枝隊が 圧 進して 来る。 張りつ いたや 

うに 揃った 隊列 を 横から 見る と 一 っ軀 幹に なった が 五 

六本の 赭 黒い 足 を 力強く 一 時に 踏み出す。 印度人 は復 

謦を 遂げる まで は 決して 笑 はない。 英国 本の 伝奇小説 

に はよ く かう いふ ことが 書いて ある。 その 真否 は 別と 

して 今 眼の 前 を 過ぎる 枝隊の 先頭に 立つ サ クラト ヴァ 

ラの 顔に は少 くと もま だ 当分 笑 ひ を 予約す まいと いふ 

厳しい 固めが ある。 

Long live Sakulatval ひ ！ 



見物 群の なかから 殖民 地 訛の 多い 声が かう 叫び かけ 

る。 彼はバ ッタシ ー の 前 共産党 代議士で 組織 者と して 

有名 だ。 

行進が 殖民 地官 省の ある 町 を 通った 時 この 枝隊 は特 

に 意味 を 持った。 

アイ ロニ I 

皮肉 だ。 皮肉 だ。 

皮肉 好きの 英 人の 見物 は 羊 皮 製の 顔に 血の気 を 浮べ 

て 頷き 合 ふ。 この 日の ために 特に 刷った 赤字の ビラ や 

パンフレット、 この 日の 見物に 売 捌かう と 抱へ て 来た 

労働 新聞 を 傍 列 の 赤 シャツ や 黒ヅボ ン が 両側 の 人波へ 

さあさあと 撒く。 紳士 は卷 煙草の £告 の やうに 婦人 連 



突然、 だが 静かに メ— デ— 行進 団の 一 角に 学校 風の 

若い メロ デ— で 国歌が 唱 はれ 出した。 

何 だ。 何 だ。 と 附近の コンミ ユニス トが 伸び 上る。 

ショウ ビズム IT モンス トレ— ショ ン 

学生 達が、 国粋主義の 示威運動に やって来 たの だ。 

直ぐ 学生 達は摑 まった。 殴られた。 (然し 大した こと 

はない)。 殴ぐ つた 者 を 警官が 連れ出す。 学生 達は義 

務を 済した 後の 無表情な 顔で 去る。 

学生 達の 数が、 十一 人で もな く、 十三 人で もな く、 

十一 一人と いふ 区切りの 好 さ を 示す 習慣 的の 数に 頭 を そ 

ろ へ て 来たと ころに 英国 を 見る。 

この 出来事 以外 一人の 検束 者 も 無い。 平和に 英国の 
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